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＜標準単価について＞ 
問１ 「東京１７区」とは具体的にどこを指しているのですか？ 

答１ 「東京１７区」については資材によって対象の区が異なるため、詳しくは物価資料

等の注記にてご確認ください。また、パッケージによっては「東京２３区」「東京都」

「関東」といった「東京１７区」を内包する地区を適用している場合もあります。 

 

問２ 機労材構成比率を足すと 99.99%や 100.01%になるものがありますが、100.00%にな

らなくて良いのですか？ 

答２ 公表している機労材構成比率は、小数点以下２桁（３桁目四捨五入）で端数処理さ

れているため、機労材構成比率を足した場合 0.01%のずれが生じてしまうことがあり

ます。このずれが積算単価補正に与える影響を小さくするため、補正式の

「(100-K-R-Z-S)/100」の項で 100.00%に修正しています。 

 

問３ 機械の構成比率について、K1～K3 の合計と K で数%以上差が生じているものがあ

りますが、何故差があるのですか？ 

答３ K1～K3 は当該パッケージの標準単価に含まれる機械経費のうち、主なものの規格を

示しています。K1～K3 で示されなかった機械であっても、標準単価には施工に必要な

全ての費用が含まれており、これらの構成比率が K1～K3 の合計と K の差となってい

ます。この差分が積算単価補正に与える影響を小さくするため、補正式の

「K/(K1+K2+K3)」の項で近似的な補正をしています。労務(R)、材料(Z)についても機

械と同様に構成比率が整合しないものがありますが適切に補正されます。 

 

問４ 「函渠」の標準単価表の労務の代表規格をみると、所々「とび工」と「土木一般世

話役」が入れ替わっており、積算基準書の「代表機労材規格」の並び順と一致してい

ない箇所がありますが、間違いではありませんか？ 

答４ 標準単価表の規格は、基本的に構成比率が多い順に記載されています。したがって、

条件区分が多い場合には内容により規格の記載順番が入れ替わっている場合がありま

す。「函渠」以外にも機労材規格の記載順番が入れ替わっているものがあります。 

 

 

 

 

 



＜積算単価について＞ 
問５ 積算単価の有効数字は何桁ですか？ 

答５ 積算単価は「有効数字４桁、５桁目以降切り上げ」です。施工パッケージ単価は機

械経費・労務費・材料費を一つにまとめた単価であることから、積上積算の単価表の

合計金額に相当するものとして扱っています。 

 

問６ 標準単価から積算単価への補正に使用する機械損料は、建設機械等損料表の「運転 1

時間当たり換算値（１３欄）」と「供用１日当たり換算値（１５欄）」のどちらを使用

しますか？ 

答６ 補正に使用する機械損料は、東京地区単価、積算地区単価ともに「供用１日当たり

換算値（１５欄）」で統一しています。 

 

問７ 標準単価から積算単価への補正の途中で端数処理をすることはありますか？ 

答７ 計算途中での端数処理はありません。 

 

 

＜積算体系および積算条件について＞ 
問８ 施工パッケージと積上歩掛の別は明示されますか？ 

答８ 数量総括表においては、施工パッケージと積上歩掛の別は明示されません。施工パ

ッケージと積上歩掛の別は積算基準書にて確認願います。 

 

問９ 施工パッケージでは、原則として積算条件に施工機械が表示されませんが、重建設

機械の分解、組立及び輸送に要する費用等は見てもらえないのですか？ 

答９ 積算基準書の代表機械規格をもとに、重建設機械の分解、組立及び輸送に要する費

用等の必要の有無を判断し、必要な場合は従来どおりに共通仮設費に積上計上します。 


